
 
 

 

 

 

 

２０２０ 新年が始まりました。 

 新しい年を迎え、今年は何をどのように頑張りたいか、もしくは、どんなことを達成したいか、毎日何かを継

続するなどいろいろな目標があると思います。漠然とした目標より、具体的で実現可能な目標が良いと思います。

自分が望む進路実現のために一歩一歩進んでいきましょう。 

 

◆ 卒業年次の進路関係日程  

日   程 行 事 内 容 留  意  点 

1月 16日（木） センター試験激励会 受験者・生徒会や先生方のみ 

1月 18日（土） 

19日（日） 

センター試験 ２日間 

 

受験票忘れずに。 

1月 20日（月） センター試験の自己採点 

 ※授業は公欠扱い 

この自己採点が全国集計されて、３

日後には合格可能性が判明。 

1月 29日（水） 

   ～31日（木） 

卒業年次生の「後期期末テスト」 

 

※卒業のかかった大事なテスト。 

しっかりと勉強して臨みましょう。 

2月12日(水） 

 12：50～15：00 

Ⅰ～Ⅲ部共通 

   於：視聴覚室 

「高校生のための社会人講座」 

  卒業年次生のみ対象、外部講師を招き講演 

１部 若者就職支援センター 

２部 消費生活センター 

１部では働くということ、離職の危

険性を、２部ではローンや契約・消

費者被害を防止するための方法など

を話していただきます。 

2月14日(金) 

 

「ハローワーク就職面接会」 

場所：山形ビッグウィング 村山地域 

一般求人と一緒の面接会です。未定

者は積極的に動きましょう。 

 

 

■ 令和２年３月卒業予定者の進路希望・合格状況           １月6日現在 

 Ⅰ 部 Ⅱ  部 Ⅲ 部   合計 合格・内定 

4年制大学 １ １ １ ３＜9＞ ２（３） 

短期大学 ０ １ ０ １＜3＞ １（３） 

専門学校 ７ １ １ ９＜11＞ ８（８） 

就  職 ８ １３ ５ ２６＜35＞ ２０（２８） 

そ の 他 ６ １ ０ ７＜0＞ －（0） 

合 計 ２２ １７ ７ 46＜58＞ ３１（42） 

（ ）内は昨年度１月 7日現在実績。＜ ＞は昨年度希望者数 
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■「進学セミナー」12/25高２生・高１生 

 冬期講習に臨むモチベーションを高める目的で冬期の進学セミナーが行われました。進学を希望している高２生８名、

高１生１０名が参加し、講師の桑名先生から具体的に「なぜこの大学に行きたいのか」や「合格するにはどのような勉

強を何時間すれば良いのか」などの質問に答えていただきました。また、推薦入試では、自分の事ばかりを主張するの

ではなく、周りにどのような事が出来るのか考えるようアドバイスいただきながら講義をして下さいました。参加者は、

ホワイトボードに積極的に疑問点を書いたり、メモを取るなど真剣に話を聞いていました。また、それと同時に進学の

厳しさを知り、午後からの講習がいかに大切かを身に染みて感じたと思います。 

 

          

 

■次年度卒業予定者「冬期就職セミナー」 

来年度（令和２年度）の卒業予定者向けに企画した冬期就職セミナーについても桑名先生を講師として、12月25日

（水）～26日（木）の二日間行われ、就職希望者の内23名が参加しました。 

一日目は、就職先を決定するには、「具体的な給料、場所、仕事内容、休日」の４つの条件から、それぞれの優先順

位を考えること、自分の進路に対する考えを大事にする、そして周囲を気にして「正解」探しをしないということが重

要だとお話しいていただきました。また、社会人として「見本」になることや「信頼」、「支援」が重要であり、その割

合も非常に大切になるという講義をいただきました。続いて、グループでの活動を中心に就職に対するイメージや疑問

点を各班で話し合った後に質問し、桑名先生がそれに丁寧に即答していただくＱ＆Ａ形式でワークショップが行われま

した。生徒たちが活発に質問を発表する様子が印象的でした。 

二日目は、時間の関係で昨日未回答の質問や新たな質問に桑名先生から即答をいただき、その後、テキストを用いて、

「高校生活の振り返り＆自己分析の仕方」、「企業が求める自己ＰＲの作り方」では、具体的な数字を入れることや自己

紹介と自己PRの違い、困難なことに立ち向かっている様子を話すことが重要になるそうです。さらに、「履歴書の書き

方」では、何かを参考にした物ではなく自分の言葉で書くことがポイントになることを教えていただきました。 

そして最後に、セミナーの感想を班で共有し、代表者が発表しました。今年度の参加者も、先輩たち同様に真剣に取

り組み、桑名先生の「君達の応援者です」というメッセージがとても心に残りました。我々教員も是非全員に内定がも

らえることを期待したいと強く感じました。冬期就職セミナーの参加生徒の感想を一部掲載します。 

・沢山、質問があったけど１つ１つ桑名先生が丁寧に答えてくれて知ることが出来た。就職について、まだ来年と思っ

ていたけど話を聞いて、もう来年と思った。自己ＰＲでは感謝の気持ちを書くと良いことを知った。仕事を楽しくする

には「どうせ、でも、だって」などネガティブなことは考えず、自分で楽しいと心から思うことが大切だと知って、こ

れからの生活でも明るく生きていこうと思った。 

・正直、就職にあまり良いイメージが無かったが、セミナーに参加して自分のやりたいことを見つけるために 4つの条

件をしっかり考えたいと思う。志望動機や自己ＰＲは何を書いたら良いか分からないから、このようなことを書けば良

いのかと思ったので活かしていきたい。 

         


